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こ
れ
で
は
野
党
は
や
り
に
く
い
だ
ろ
う

－

。
先

の
衆
院
選
の
際
、
札
幌
市
中
心
部
で
の
岸
田
文
雄

首
相
（
自
民
党
総
裁
）
の
街
頭
演
説
を
聞
い
た
率

直
な
感
想
だ
。
訴
え
る
政
策
は
給
与
所
得
の
向
上

な
ど
と
い
っ
た
「
分
配
と
成
長
」。
立
憲
民
主
党

が
重
視
す
る
所
得
の
再
分
配
と
の
大
き
な
方
向
性

の
違
い
は
感
じ
ら
れ
ず
、
野
党
が
対
立
軸
を
打
ち

出
す
の
は
難
し
い
と
思
っ
た
。
演
説
で
は
安
倍
晋

三
元
首
相
が
得
意
と
し
た「
悪
夢
の
民
主
党
政
権
」

な
ど
の
野
党
批
判
や
、
日
の
丸
の
小
旗
を
振
る
応

援
団
、
ヤ
ジ
を
飛
ば
す
人
も
い
な
い
。
安
倍
長
期

政
権
で
顕
著
に
な
っ
た
有
権
者
の
「
分
断
」
は
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
安
倍

－

菅
政
権
時
代
、
立
憲
な
ど
主
要
野
党
は

自
民
へ
と
の
違
い
を
見
せ
る
こ
と
に
さ
ほ
ど
の
苦

労
は
要
ら
な
か
っ
た
と
思
う
。
憲
法
改
正
や
新
自

由
主
義
的
な
経
済
政
策
、
森
友
学
園
問
題
に
象
徴

さ
れ
る
身
内
優
遇
の
政
治
姿
勢
な
ど
、
違
い
を
見

せ
る
材
料
に
事
欠
か
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
だ
が
、

自
民
で
「
ハ
ト
派
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
宏
池
会

会
長
の
岸
田
氏
の
首
相
就
任
で
局
面
は
変
わ
っ

た
。
首
相
は
新
自
由
主
義
か
ら
の
脱
却
を
唱
え
る

な
ど
、
野
党
と
の
違
い
を
あ
え
て
強
調
し
な
い
。

有
権
者
に
違
い
が
伝
わ
ら
ず
、
ど
ち
ら
に
も
追
い

風
が
吹
か
な
か
っ
た
衆
院
選
は
「
地
力
の
勝
負
」

に
な
っ
た
。

　
結
果
は
自
民
が
絶
対
安
定
多
数
を
確
保
。
立
憲

は
議
席
を
減
ら
し
、
枝
野
幸
男
前
代
表
は
辞
任
に

散 射 韻

や
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
な
ど
に
意
欲
を
見
せ

る
。
立
憲
と
同
じ
旧
民
主
を
ル
ー
ツ
と
す
る
国
民

民
主
党
は
維
新
と
の
距
離
を
縮
め
、
共
に
改
憲
に

も
前
向
き
だ
。
自
民
党
内
で
は
「
安
倍
政
権
よ
り

も
改
憲
に
近
づ
い
た
」
と
の
声
が
上
が
る
。

　
一
方
、
立
憲
は
二
〇
二
二
年
夏
の
参
院
選
や
、

そ
の
後
の
次
期
衆
院
選
に
向
け
て
も
、
共
産
と
の

共
闘
に
こ
だ
わ
れ
ば
無
党
派
が
離
れ
、
共
産
と
距

離
を
置
け
ば
非
自
民
票
が
割
れ
か
ね
な
い
ジ
レ
ン

マ
も
抱
え
た
ま
ま
だ
。
袋
小
路
に
入
り
込
ん
だ
よ

う
に
見
え
る
リ
ベ
ラ
ル
勢
力
に
、
反
撃
の
糸
口
は

な
い
の
か
。
立
憲
は
新
し
い
代
表
に
泉
健
太
前
政

調
会
長
（
札
幌
市
出
身
）
を
選
ん
だ
。
四
七
歳
と

若
く
、
民
主
党
政
権
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
政
治
家

が
代
表
に
就
い
た
。

　
ま
ず
は
、
首
相
と
主
張
の
違
い
が
少
な
い
こ
と

を
逆
手
に
有
権
者
に
安
心
感
を
与
え
、
政
権
担
当

能
力
の
ア
ピ
ー
ル
に
つ
な
げ
た
い
。
そ
の
上
で

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
社
会
保
障
、
気
候
変
動
問
題

な
ど
、
リ
ベ
ラ
ル
が
得
意
と
し
て
き
た
政
策
の
主

導
権
を
奪
い
返
し
、
目
指
す
社
会
像
を
明
確
に
し

て
政
権
と
の
違
い
を
打
ち
出
す
。
立
憲
に
足
り
な

い
、
い
い
意
味
で
の
し
た
た
か
さ
が
必
要
だ
。
政

権
交
代
に
現
実
味
を
持
た
せ
る
に
は
ま
だ
時
間
が

か
か
る
。だ
が
、リ
ベ
ラ
ル
が
孤
立
を
脱
す
る
き
っ

か
け
を
つ
か
ま
な
け
れ
ば
、
政
界
の
バ
ラ
ン
ス
は

さ
ら
に
崩
れ
、
国
の
行
く
末
は
危
う
さ
を
増
す
。

＜

転＞

追
い
込
ま
れ
た
。
野
党
勢
力
で
は
保
守
寄
り
の
日

本
維
新
の
会
が
躍
進
し
た
。
立
憲
の
敗
因
は
大
き

く
二
つ
あ
る
。一
つ
は
自
前
の
支
持
層
の
薄
さ
だ
。

立
憲
と
共
産
党
な
ど
は
多
く
の
選
挙
区
で
候
補
を

一
本
化
し
て
選
挙
戦
に
臨
ん
だ
。
道
内
一
二
小
選

挙
区
の
う
ち
、
立
憲
が
勝
利
し
た
五
選
挙
区
は
い

ず
れ
も
一
本
化
さ
れ
た
選
挙
区
で
、
共
闘
に
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
、
約

七
百
票
差
だ
っ
た
道
四
区
（
札
幌
市
手
稲
区
、
西

区
の
一
部
、
後
志
管
内
）
を
は
じ
め
、
接
戦
区
の

競
り
負
け
が
目
立
っ
た
。
報
道
各
社
の
出
口
調
査

を
見
て
も
、立
憲
の
支
持
層
は
高
齢
者
が
目
立
つ
。

　
も
う
一
つ
は
無
党
派
層
を
取
り
込
め
な
か
っ
た

こ
と
だ
。
選
挙
戦
で
自
民
幹
部
は「
立
憲
共
産
党
」

「
民
主
党
政
権
の
失
敗
を
繰
り
返
す
の
か
」
な
ど

と
、
リ
ベ
ラ
ル
勢
力
へ
の
拒
否
感
を
あ
お
り
、
そ

の
声
は
無
党
派
の
投
票
行
動
に
影
響
し
た
と
み
ら

れ
る
。
道
内
は
か
つ
て
「
民
主
党
王
国
」
と
呼
ば

れ
、
旧
民
主
は
労
組
な
ど
の
支
持
基
盤
に
反
自
民

の
無
党
派
を
上
乗
せ
す
る
の
が
勝
ち
パ
タ
ー
ン

だ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
や
せ
細
っ
た

今
回
、立
憲
の
伸
び
悩
み
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

選
挙
後
、
立
憲
を
は
じ
め
と
す
る
リ
ベ
ラ
ル
勢
力

の
「
孤
立
」
は
深
ま
り
、
政
界
の
バ
ラ
ン
ス
は
崩

れ
つ
つ
あ
る
。
リ
ベ
ラ
ル
勢
力
は
右
か
ら「
自
民
・

公
明
」「
維
新
・
国
民
」
に
押
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　
首
相
は
野
党
と
の
違
い
を
表
面
的
に
は
隠
し
つ

つ
、
党
内
タ
カ
派
へ
の
配
慮
も
あ
っ
て
憲
法
改
正

リベラル勢力の孤立


